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要旨 

 
 2009 年度から 2019 年度までの桜島と霧島山（新燃岳，硫黄山）の噴火回数を経年調査したところ， 
2009年度から 2015年度で活発化，2016年度に落ち着き，2017年度以降再び活発化していた事がわか 
った． 
 当研究所の屋上で捕集した酸性雨の pH，EC（電気伝導率），非海塩性（nss-：non sea salt）硫酸イ
オン，硝酸イオン及び非海塩性塩化物イオンの濃度と沈着量の経年変化と噴火回数の経年変化を比較す

ると，活発化していた年度では，その影響を酸性雨に明確にはみられなかった．しかし，落ち着いた 2016
年度では，非海塩性硫酸イオンと非海塩性塩化物イオンの濃度と沈着量の急激な減少や pHの上昇がみ
られ，その影響を酸性雨にみることができた． 
 
キーワード：酸性雨，火山活動，非海塩性，沈着量 

 
はじめに 

 
 本県では，九州地方知事会の政策連合項目「酸

性雨観測体制の整備の連携」の一環として，九州

衛生環境技術協議会大気分科会と山口県環境保

健センターで酸性雨の共同研究を行い，2017年度
に「九州・沖縄・山口地方酸性雨共同調査研究（第

Ⅳ期）について」１）を報告した． 
その中で，非海塩性硫酸イオン濃度の増加に，

活動が活発化していた桜島等の火山の影響が示

唆された． 
今回，2009年度以降に活発化した桜島や近年噴

火がみられた霧島山（新燃岳，硫黄山）の火山活

動が酸性雨に及ぼす影響を調査したので，報告す

る． 
 

対象 
 
１ 調査地点 
 調査地点を図 1に示す． 
 酸性雨は，当研究所の屋上で捕集しており，海 

岸（日向灘）から西に約 3.4kmの所に位置してい
る．周辺には住宅団地，大学及び農地がある． 
 火山は，桜島及び霧島山（新燃岳，硫黄山）を

対象とした． 
２ 調査期間 
 気象庁が公表している火山の状況に関する解

説情報２）から噴火の回数等が経年的に把握できた

2009年度から 2019年度までを対象とした． 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 調査地点 

 
方法 

 
１ 酸性雨 
酸性化の指標となる pH測定及び化学成分量 
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の指標となる EC測定で得られたデータの年間平
均値の経年変化を調査した． 
イオンクロマトグラフによるイオン成分（塩化

物イオン，硝酸イオン，硫酸イオン，ナトリウム

イオン，アンモニウムイオン，カリウムイオン，

マグネシウムイオン，カルシウムイオン）測定で

得られた項目のうち，非海塩性塩化物イオン，硝

酸イオン及び非海塩性硫酸イオンの濃度と沈着量

の経年変化を調査した． 
１）非海塩性 
イオンクロマトグラフで得られた塩化物イオン

と硫酸イオンは，酸性化に寄与しない海塩由来の

成分を含むため，ナトリウムイオンを全て海塩由

来と評価して，海塩由来成分の濃度比率３）から海

塩由来の海塩性塩化物イオンと海塩性硫酸イオン

濃度を算出し，イオンクロマトグラフで得られた

塩化物イオンと硫酸イオン濃度から差し引いた非

海塩性塩化物イオンと非海塩性硫酸イオン濃度を 
算出した． 
２ 火山活動 
 気象庁が公表している火山の状況に関する解説

情報２）から，噴火の回数を抽出し，経年変化を調

査した． 
 なお，桜島は噴火活動が活発で全ての噴火を計

数することが困難なため，火山の状況に関する解

説情報２）では爆発的噴火の回数が報告されており

この数字を用いた． 
 

結果 
 
１ 火山活動 
 図 2に桜島の火山活動の状況を示す． 
 桜島は爆発的噴火が多く，2009年度から 2015
年度までは活発であった．2016年度は活動が落ち
着き，2017年度以降に再び活発化していた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 桜島の爆発的噴火回数 

 図 3に霧島山の火山活動を示す． 
 霧島山では噴火がほとんど無く、酸性雨への影

響は少ないと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 霧島山の噴火回数 

２ 酸性雨 
１）pH 
 図 4に示す． 
 2009 年度から 2015 年度まで低く，2016 年度
に最も高くなり、2017 年度以降はまた低かった． 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

図４ 年平均 pH 

２）EC 
 図 5に示す． 
 年度によってばらつきがあったが，2016年度が
最も低かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 年平均 EC 

３）非海塩性塩化物イオン濃度と沈着量 
 図 6及び図 7に示す． 
 濃度と沈着量ともに 2016 年度は定量できない
ほど減少した． 
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図６ 年平均非海塩性塩化物イオン濃度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 年平均非海塩性塩化物イオン沈着量 

４）硝酸イオン濃度と沈着量 
 図 8及び図 9に示す． 
 濃度と沈着量ともに大きな変化はなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 年平均硝酸イオン濃度 

 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 年平均硝酸イオン沈着量 

５）非海塩性硫酸イオン濃度と沈着量 
 図 10及び図 11に示す． 

 濃度と沈着量ともに 2009 年度から 2015 年度
までは高く，2016年度で低くなったが、最も低い
のは 2017年度であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 年平均非海塩性硫酸イオン濃度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11 年平均非海塩性硫酸イオン沈着量 

 
考察 

 
１ 2009年度から 2015年度まで 
 桜島の爆発的噴火が多かった期間で，pH が低
く，ECが高かった．非海塩性硫酸イオンと非海塩
性塩化物イオンの濃度と沈着量が高かったが，火

山の噴火との明確な影響をみることはできなかっ

た． 
２ 2016年度 
 桜島の爆発的噴火がもっとも少なく，非海塩性

硫酸イオンと非海塩性塩化物イオンの濃度と沈着

量が急激に減少した．pHは上昇し，硫酸イオンの
濃度と沈着量に急激な変化はみられなかったこと

から、火山活動が落ち着いた影響が顕著にみられ

た． 
３ 2017年度から 2019年度まで 
 桜島の爆発的噴火が再び増加傾向にあった

2017年度以降は，pHが減少し，ECが増加した．
非海塩性硫酸イオンと非海塩性塩化物イオンの濃

度と沈着量が増加したが，火山の噴火との明確な

影響をみることはできなかった． 
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まとめ 
 
 酸性雨は，大気汚染物質の排出状況や噴火の際

の気象条件なども影響することから，酸性雨に及

ぼす火山活動の影響を明確にすることはできなか

った． 
 しかしながら，2016年度の酸性雨データは，火
山活動の影響が少ない事例としての知見が得られ

た． 
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